
リハビリテーション学科作業療法学専攻【基礎分野】 必修科目 選択必修科目 選択科目 （※複数開講科目）
★太い線は、科目間の関連を示します。 ★3年次・4年次の該当科目はありません。

前期 後期 前期 後期

■学習・教育目標■ 幅広い分野にわたって教養を養い、生命の尊厳と人権の尊重を基盤とした倫理観と、日常場面、職場、研究の場において必要となる基礎的な外国語によるコミュ
ニケーション能力を併せ持つ人材を養成する。

科目群の学習・教育目標 1年次 2年次

芸術※ 芸術※
社会福祉学
発達心理学

保健医療の現状と未来Ⅱ

人
　
間
　
科
　
学
　
系

心理、芸術や大学の地域社会との共生な
どの学びを通じて多面的に広い視野から
物事を考えられるようになる。加えて、
グローバル社会に向けて日本のことを学
び、深い一般教養を備える。

さらに科学的思考の基盤を培い、人間と
しての尊厳を倫理面、および制度・経
済・文化等多角的な視点から考えること
ができるようになる。

心理学
生命倫理学

職業適性論
日本国憲法
日本語学

ことばと社会※ ことばと社会※

保健医療の現状と未来I

社会と大学I
社会と大学Ⅱ

社会と大学Ⅲ

分子生物学
人類遺伝学

統計学
情報処理論

物理学概論
基礎化学

生化学概論
基礎生物学

自
　
然
　
科
　
学
　
系

自然科学に関する基礎的な内容を理
解し、体系化された学問に幅広く触
れる。

さらに、専攻分野を超えて、共通に
必要な複合的視点から事物を理解で
きる能力を身につける。

数学

基礎物理学

生命科学概論

医学英語

語
学
系

専門的な知識と技術を駆使して、課題の
探求、解決する能力、並びにそれに必要
な論理展開力とコミュニケーション能力
（記述・表現・議論・語学力）を身につ
ける。

英語プレゼンテーション 英語読解

日本語表現法

保健医療英語

英会話※ 英会話※



必修科目 選択必修科目 選択科目

★太い線は、科目間の関連を示します。

■学習・教育目標■

3年次

前期 後期 前期 後期 前期

リハビリテーション学科作業療法学専攻　【専門基礎分野】

科目群の学習・教育目標
1年次 2年次

疾病や障害を持つ対象者に対する適切な作業療法を実践するために必要な基礎医学や臨床医学・保健学・衛生学に

関する基礎知識を理解する。

生理学実習

小児科学

整形外科学
外科学

運動学 運動学実習

医

　

学

　

系

作業療法を実践する

ために必要な基礎

医学および臨床医

学を理解する。

 

具体的には、人体の

構造と機能、こころ

の働き、各疾病の成

り立ちと医学的対処

を理解する。

 

またリハビリテー

ションに関する基礎

知識を理解する。

解剖学

リハビリテーション解剖学 リハビリテーション解剖学実習

解剖学実習

生理学Ⅰ 生理学Ⅱ

病態運動学実習

内科学Ⅰ 内科学Ⅱ

薬理学

リハビリテーション概論 リハビリテーション医学

病理学

人間発達学

臨床心理学概論

精神医学

脳神経外科学

感染症・免疫学

神経内科学

保

健

学

・

衛

生

学

系

作業療法を実践するために

必要な保健学および衛生学

を理解する。

具体的には、高齢者や産

業・地域における保健学や

公衆衛生学・労働衛生学な

どを理解する。

救命救助法

産業保健学

公衆衛生学I 公衆衛生学Ⅱ

環境衛生工学

労働衛生法規Ⅰ

労働衛生法規Ⅱ

栄養学



リハビリテーション学科作業療法学専攻 　【専門分野】 必修科目 選択必修科目 選択科目

★太い線は、科目間の関連を示します。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

総

　

合

　

領

　

域

各講義で学んだ作業療法知識・技術を統

合・整理する。

症例検討や卒業研究を通して、作業療法

実践に必要な科学的思考能力を獲得す

る。

卒業研究Ⅰ

精神障害作業療法学演習

地

域

作

業

療

法

学

系

地域で生活する作業療法対象者を援助・支援

するための基本的考え方・目的・方法を理解

する。地域ケアにおける社会的システムや住

環境整備および国際社会における日本の作業

療法士の役割などについても理解する。

作

業

療

法

管

理

学

系

作業療法士が勤務する、病院、施設等を取り巻く状況

を理解し、社会で必要とされる管理、運営の知識、技

術を修得する。医療保険制度・介護保険制度の理解、

職業倫理などについて理解する。

見学実習

臨

床

実

習

系

講義で学んだ知識・技術を基として、作業療

法が実践されている病院・施設および大学内

において、臨床実習指導者と教員の指導によ

り、作業療法臨床および作業療法計画立案を

理解し、実践する。

ハンドセラピー概論

高次機能代償学

日常生活活動学Ⅱ（疾患別）

クリニカルリーズニング

職業関連作業療法学

作業療法管理学

地域生活作業療法学

地域ケアシステム学
地域生活作業療法学演習

住環境整備学

作業療法国際事情

高次脳機能障害作業療法学 老年期障害作業療法学

精神障害作業療法学Ⅱ

発達障害作業療法学Ⅰ

発達障害作業療法学Ⅱ

義肢装具学

義肢装具学実習

バリアフリー概論

福祉用具適応学

レクリエーション概論

身体障害作業療法学Ⅰ

身体障害作業療法学Ⅱ

精神障害作業療法学Ⅰ

認知障害作業療法学

発達障害

作業療法学演習

身体障害作業療法学演習

作業療法評価学実習Ⅰ

（中枢神経障害）

作業療法評価学Ⅰ（総論） 作業療法評価学Ⅱ（疾患別）

作業療法評価学実習Ⅱ

（発達、精神障害）

作業療法評価学実習Ⅲ

（老年期障害）

■学習・教育目標■ ①保健・医療・福祉分野で働く専門職としての豊かな人間性と高い倫理観、あるべき態度を養う 　②作業療法士として必要な問題解決能力、科学的思考能力、コミュニケーション能力およびチームで働くことのできる能力を養う

③作業療法実践に必要な情報収集能力、対象者を評価する能力、作業療法計画を立案する能力を養う　④広く地域社会で活躍し、国際的視野を持って活動できる資質を養う

科目群の学習・教育目標 1年次 2年次 3年次 4年次

作業療法を実践するために必要な作業療

法対象者における生活機能（心身機能・

身体構造、活動と参加、個人因子と環境

因子）の評価の目的・方法を理解し、そ

れを実践する。

作

業

療

法

評

価

学

系
認知機能評価法

作業療法評価に基づいた作業療法治療・

援助の基本的考え方・目的・方法を理解

し、それを実践する。

具体的には、身体障害・精神障害・老年

期障害・発達障害の各作業療法実践領域

ごとの治療・援助および義肢装具や福祉

機器の適応などについて理解・実践す

る。

基礎作業学概論

基礎作業学実習

作業分析学

作業分析学演習

作業療法諸理論

基

礎

作

業

療

法

学

系

作業療法に関する基本的な考え方、概念

や理論を理解する。

また、作業活動の治療的応用および運動

を理解し、作業活動の分析と実践および

運動の分析をする。

作業療法学概論

作

　

業

　

療

　

法

　

治

　

療

　

学

　

系

日常生活活動学Ⅰ（総論）

卒業研究Ⅱ

地域・訪問実習

作業療法学演習Ⅰ 作業療法学演習Ⅱ 作業療法学演習Ⅲ 作業療法学演習Ⅳ

評価実習Ⅰ 評価実習Ⅱ 総合臨床実習
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